
エッセイ

　

東
京
二
〇
二
〇
は
、
私
に
と
っ
て
、
夏
季
冬
季
合
わ
せ
て
連
続
十
三
大
会
目
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
現
地
取
材
に
な
っ
た
が
、
様
々
な
「
お
初
」
を
経
験
し
た
大
会
だ
っ
た
。

ま
ず
、
開
幕
前
か
ら
「
や
り
直
し
」
が
、
次
か
ら
次
へ
と
起
っ
た
。
二
〇
一
五
年
七

月
十
七
日
、
着
工
直
前
に
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
案
の
新
国
立
競
技
場
が
白
紙
撤
回
さ
れ
、

建
築
家
の
隈
研
吾
氏
が
設
計
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
一
日
、
佐
野
研
二
郎

氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム

に
盗
作
疑
惑
が
持
ち
上
が
っ
た
た
め
撤
回
さ
れ
、
一
般
公
募
の
作
品
の
中
か
ら
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
野
老
朝
雄
氏
の
案
が
選
ば
れ
た
。
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
亀
倉
雄
策
氏
で
、
そ
の
後
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ン

界
の
発
展
を
掲
げ
て
設
け
ら
れ
た
「
亀
倉
雄
策
賞
」
の
二
〇
一
五
年
第
十
七
回
受
賞

者
が
佐
野
研
二
郎
氏
だ
っ
た
。
当
初
、
佐
野
氏
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
っ
た
の
は
、
単

な
る
偶
然
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
。
更
に
、
二
〇
二
一
年
二
月
三
日
に
は
、
当
時

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
会
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
森
善

朗
会
長
が
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
臨
時
評
議
員
会
で
、「
女
性
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
理
事
会
の
会
議
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
」
と
発
言
し
た
こ
と

に
端
を
発
し
、
同
月
十
二
日
に
辞
任
。
橋
本
聖
子
氏
が
会
長
に
就
任
し
た
。
開
幕
前

に
、
根
底
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
揺
ら
い
だ
大
会
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

開
幕
後
は
、
無
観
客
の
競
技
場
、
メ
デ
ィ
ア
が
試
合
直
後
の
選
手
た
ち
にM

IX
ED

 

Z
O

N
E

で
で
き
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
三
密
回
避
の
た
め
抽
選
に
な
る
な
ど
、
前
代
未

聞
の
事
象
の
連
続
だ
っ
た
。
そ
ん
な
東
京
二
〇
二
〇
の
現
場
で
痛
感
し
た
特
徴
は
、正

に
「
分
断
」
と
「
融
合
」
だ
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の
特
性
を
顕
著
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
莫
大
な
収
益
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
一
九
八
四
年
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
大
会
か
ら
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
と
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ダ
ヤ
ー

ン 

と
エ
リ
ユ
・
カ
ッ
ツ
が
著
書
『M

edia Events

』（
一
九
九
二
）
で
提
起
し
た
概
念

で
、
日
常
編
成
か
ら
変
更
し
た
特
別
枠
で
、「
メ
デ
ィ
ア
が
媒
介
す
る
社
会
的
に
注
目

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
」
を
指
す
。
ダ
ヤ
ー
ン 

と
カ
ッ
ツ
は
、
大
き
く
三
つ
「
戴
冠
型
」、

「
競
争
型
」、「
制
覇
型
」
に
分
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
競
争
型
」

に
入
る
。

　

ど
の
テ
レ
ビ
局
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
特
別
番
組
と
し
て
編
成
す
る
。
前
日
或
い

は
当
日
の
試
合
結
果
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
や
、
選
手
達
の
大
会
ま
で
の
道
の
り
を
伝

え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
た
ス
タ
ジ
オ
生
放
送
、
そ
れ
に
競
技
場
か
ら
の
試

合
中
継
が
組
み
合
わ
さ
り
、
大
会
期
間
中
、
毎
日
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ど
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
に
な
る
。
メ
デ
ィ
ア
史
上
、
衛
星
中
継
さ
れ
た
最
初
の

大
会
で
あ
り
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
普
及
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
一
九
六
四
年
の
東
京
大

会
以
降
、
こ
の
よ
う
な
番
組
編
成
が
在
京
の
全
キ
ー
局
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
き

て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
総
合
か
ら
Ｅ
テ
レ
に
乗
り
換

え
て
生
中
継
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
上
波
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
Ｂ
Ｓ
が
加
わ
る
。
ま
た
、

４
Ｋ
や
８
Ｋ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
臓
テ
レ
ビ
或
い
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
更

に
Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
、
Ｂ
Ｓ
８
Ｋ
（
８
Ｋ
放
送
に
対
応
し
た
受
信
設
備
も
必
要
に
な
る
）
の
二

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
加
わ
り
、
合
計
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
使
い
、「
非
日
常
的
な
国
民
行
事
」
が
テ
レ
ビ
局
に
よ
っ
て
創
り
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
民
間
放
送
連
盟
（
民
放
連
）
の
大
久
保
好
男
会
長
（
日
本

テ
レ
ビ
会
長
）
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
十
六
日
の
定
例
記
者
会
見
で
、「
国
民
的
行
事

で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
送
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
番
組
は
、
周
知
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
「
国
民
的
」

一
九
六
四
年
東
京
大
会
か
ら『
東
京

二
〇
二
〇
』
へ
：
分
断
と
融
合後

藤
希
望
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特
別
行
事
を
社
会
的
な
共
同
・
共
通
経
験
と
し
て
創
り
出
す
べ
く
、
お
茶
の
間
に
提
供

し
て
き
た
と
言
え
る
。
競
技
会
場
に
赴
か
な
く
て
も
、
お
祭
り
騒
ぎ
の
ご
と
く
「
ニ
ッ

ポ
ン
！
ニ
ッ
ポ
ン
！
」と
連
呼
す
る
声
が
流
れ
て
く
る
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
の
間
に
、
あ
る
種
の
一
体
感
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
「
想
像
の
共
同
体
」（
一
九
八
三
）
や
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

の
「
集
合
的
沸
騰
」（
一
九
八
三
）
に
通
じ
る
。
し
か
し
、
そ
う
と
は
言
え
な
く
な
っ

た
と
体
感
し
た
の
が
、
東
京
二
〇
二
〇
だ
っ
た
。

　

開
閉
会
式
の
両
当
日
、
式
典
が
行
わ
れ
る
場
外
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
て
い

る
デ
モ
隊
に
遭
遇
し
た
初
め
て
の
大
会
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
長
野
大
会

の
長
野
市
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
反
対
す
る
声
が
あ
が
っ
て

い
た
開
催
都
市
は
あ
っ
た
。
昨
年
七
月
一
日
、
東
京
二
〇
二
〇
の
聖
火
リ
レ
ー
が
長

野
市
を
通
過
し
て
い
る
最
中
に
沿
道
か
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
い
ら
な
い
ぞ
」「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
」
と
声
が
聞
こ
え
た
途
端
に
、
ネ
ッ
ト
生
配
信
の
音
声
が
約
三
十

秒
間
途
絶
え
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
長
野
市
だ
っ
た
が
、
九
八
年
の
大
会
期
間
中
、

競
技
場
な
ど
の
中
継
や
取
材
現
場
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
、
一
切
聞
こ
え
て
こ
な

か
っ
た
。
東
京
二
〇
二
〇
聖
火
リ
レ
ー
の
最
中
に
、
こ
の
抗
議
行
動
を
し
た
復
刻
市

民
グ
ル
ー
プ
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
い
ら
な
い
人
た
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
気
持
ち
も
判

る
。「
施
設
整
備
の
借
金
を
二
〇
年
が
か
り
で
返
済
し
、
財
政
健
全
化
を
図
っ
た
と
こ

ろ
」（
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン　

二
〇
一
九
年
五
月
二
十
一
日
）
で
、
税
金
を
払
っ
て

き
た
長
野
市
民
か
ら
す
れ
ば
、「
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
な
」
と
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
た

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
新
国
立
競
技
場
外
で
遭
遇
し
た
デ
モ
隊
の
中
に
、
新
国
立
競

技
場
建
設
の
た
め
に
、
突
然
、
東
京
都
か
ら
立
ち
退
き
を
強
い
ら
れ
た
都
営
霞
ヶ
丘

ア
パ
ー
ト
の
住
民
た
ち
が
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で

の
開
催
に
反
対
す
る
声
な
ど
、「
共
同
体
」
と
表
現
で
き
な
い
分
断
を
目
の
当
た
り
に

し
た
大
会
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
間
に
「
あ
る
種
の

一
体
感
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
他
の
要
因
は
、
視

聴
者
の
テ
レ
ビ
離
れ
で
あ
る
。「
世
界
中
の
青
空
を
全
部
東
京
に
持
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
秋
日
和
で
ご
ざ
い
ま
す
」
の
実
況
で
始
ま
っ
た
一
九
六
四

年
東
京
大
会
開
会
式
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
視
聴
率
は
六
一
・
二
％
だ
っ
た
。
東
京
二
〇
二
〇
に

つ
い
て
の
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
社
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
中
継
し
た
開
閉
会
式

の
関
東
地
区
の
平
均
世
帯
視
聴
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
・
四
％
と
三
九
・
八
％
で
、
私
が

九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
以
降
携
わ
っ
た
全
開
閉
会
式
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
視
聴

率
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
海
外
開
催
と
は
違
い
時
差
が
無
い
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
外

出
を
控
え
た
な
ど
の
背
景
も
手
伝
っ
た
と
思
う
が
、
東
京
二
〇
二
〇
の
、
特
に
、
開

会
式
の
場
合
は
、
演
出
ス
タ
ッ
フ
の
交
代
や
出
演
者
た
ち
の
辞
退
が
当
日
直
前
ま
で

続
い
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
ど
の
よ
う
な
「
や
り
直
し
」
が

見
ら
れ
る
の
か
、
開
閉
会
式
に
異
例
の
注
目
が
集
ま
っ
た
が
、
開
会
式
が
開
催
さ
れ
た

日
を
含
む
十
八
日
間
を
通
し
た
大
会
平
均
世
帯
視
聴
率
（
関
東
地
区
）
は
、
自
国
開

催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
総
合
と
Ｅ
テ
レ
）
の
場
合
、
北
京
大
会
一
一
・
五
％
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
九
・
二
％
、
そ
し
て
前
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
九
・
〇
％
か
ら

七
・
六
％
に
下
が
っ
た
。
民
放
（
在
京
五
局
の
合
計
）
は
、
北
京
大
会
九
・
七
％
、
ロ

ン
ド
ン
大
会
七
・
四
％
、
そ
し
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
六
・
四
％
か
ら
六
・
九
％

と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。
民
放
連
の
大
久
保
好
男
会
長
は
、「
過
去
最
長
の
総
放
送

時
間
で
五
輪
を
放
送
し
た
。
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
放
送
に
関
わ

る
民
放
全
体
の
収
支
は
赤
字
に
な
っ
た
」
と
、
昨
年
九
月
十
六
日
の
定
例
記
者
会
見

で
明
ら
か
に
し
た
。
二
〇
一
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
、
一
六
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
大
会
、
三
大
会
連
続
で
赤
字
だ
っ
た
と
い
う
。
東
京
二
〇
二
〇
は
、
テ
レ
ビ
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
す
る
こ
と
は
、
も
う
「
国
民
的
行
事
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と

を
証
明
し
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
テ
レ
ビ
離
れ
は
日
本
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
東
京
二
〇
二
〇
の
放
送

権
を
持
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
レ
ビ
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
（
Ｎ

Ｂ
Ｃ
）
も
同
様
の
現
象
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
米
国
で
の
五
輪
独
占
放
映
権
を
持

つ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
は
テ
レ
ビ
や
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
し
て
、
過
去
最
長
の
七
〇
〇
〇
時
間

を
放
送
す
る
予
定
を
立
て
て
い
た
が
、「
十
七
日
間
の
平
均
視
聴
者
数
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
放
送
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
一
五
五
〇
万
人
だ
っ
た
」（
ロ
イ
タ
ー
通
信　

二
〇
二
一
年
八

月
十
日
付
）
と
、
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
が
一
九
八
八
年
に
放
送
を
開
始
し

て
以
来
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
低
視
聴
者
数
で
、
テ
レ
ビ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

視
聴
者
数
は
二
〇
一
二
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
三
一
一
〇
万
人
、
前
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
の
二
六
七
〇
万
人
を
大
き
く
下
回
っ
た
そ
う
だ
。

　

東
京
二
〇
二
〇
の
開
会
式
は
日
本
時
間
午
後
八
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
米
国
の
西
海

岸
は
午
前
四
時
、
東
海
岸
は
午
前
七
時
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
は
金
曜
日
の
午
前
中
の
生

中
継
を
決
行
し
た
。
ど
ん
な
に
時
差
が
あ
ろ
う
と
も
、
競
泳
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
な
ど
の
人
気
競
技
の
開
始
時
間
を
自
国
の
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
に
合
わ
せ
さ
せ
る
米

国
だ
が
、
開
閉
会
式
は
開
催
国
の
時
間
に
合
わ
せ
た
わ
け
だ
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
は
ア
メ
リ
カ

選
手
団
の
入
場
行
進
中
、
代
表
選
手
に
リ
モ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
肉
声
を

届
け
た
。
ま
た
、
代
表
選
手
の
家
族
や
友
人
を
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
に
招
待
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
応
援
す
る

様
子
を
イ
ン
サ
ー
ト
す
る
と
い
う
演
出
も
し
た
。
そ
ん
な
手
間
と
費
用
が
掛
か
る
演

出
事
情
を
知
り
つ
つ
、
新
国
立
競
技
場
で
の
開
会
式
の
生
中
継
を
終
え
、
日
付
が
変

わ
っ
た
深
夜
、
帰
り
の
車
中
で
見
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
開

会
式
の
視
聴
率
の
悪
さ
を
伝
え
る
英
文
速
報
が
挙
が
っ
て
お
り
、
思
わ
ず
「
マ
ジ
！
」

と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
と
、
テ
レ
ビ
以
外
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
デ
ジ

タ
ル
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
全
体
で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
番
組
は
累
計
五
十
五
億
分
以
上
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
過
去
最
高
の
視

聴
者
数
に
達
し
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
録
」
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
、
日
本
と
米
国
に
お
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
家
族
で
テ
レ
ビ

で
観
る
「
国
民
的
番
組
」
で
は
な
く
、
米
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
動
画
を
視
聴
す
る
「
個
人
視
聴
番
組
」
へ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て

い
る
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
か
ら
毎
大
会
携
わ
っ
て
い
る
開
閉
会
式

の
「
お
初
」
が
、
式
典
プ
ロ
ト
コ
ル
の
各
所
で
起
き
た
。「
多
様
性
と
調
和
」
が
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
東
京
二
〇
二
〇
。
こ
れ
ま
で
に
な
く
「
男

女
平
等
」
が
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
の
会
長
を
辞
任
し
た
森
善
朗
氏

の
女
性
蔑
視
と
取
れ
る
発
言
は
、
二
〇
一
四
年
、「
五
輪
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
二
〇
」
に

提
唱
さ
れ
た
「
男
女
平
等
の
推
進
」
の
真
逆
の
内
容
で
あ
り
、
開
閉
会
式
の
式
典
プ

ロ
ト
コ
ル
の
変
更
を
大
き
く
後
押
し
し
た
と
個
人
的
に
考
え
て
い
る
。
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
、
東
京
二
〇
二
〇
か
ら
、
男
女
各
一
人
ず
つ
が
旗
手

を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
規
則
を
変
更
し
た
の
は
開
幕
直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

構
成
す
る
出
場
人
数
や
性
別
で
叶
わ
な
か
っ
た
選
手
団
も
あ
っ
た
が
、
当
日
の
入
場

行
進
で
は
、
出
場
し
た
二
〇
五
の
国
と
地
域
の
八
九
％
が
新
ル
ー
ル
を
採
用
し
、
男

女
ペ
ア
の
旗
手
が
旗
を
掲
げ
た
。
更
に
、
開
催
国
の
選
手
、
審
判
員
、
コ
ー
チ
の
各

代
表
者
で
行
う
宣
誓
も
同
じ
よ
う
に
性
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら
れ
た
。
一
九
二
〇
年
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
五
輪
で
選
手
宣
誓
が
採
用
さ
れ
、
一
九
七
二
年
札
幌
冬
季
五
輪
か
ら
審
判

宣
誓
、
二
〇
一
二
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
か
ら
コ
ー
チ
宣
誓
が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

大
会
は
、
各
一
人
ず
つ
計
三
人
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
東
京
二
〇
二
〇
で
は
そ
れ
ぞ

れ
男
女
ペ
ア
の
計
六
人
が
宣
誓
を
行
っ
た
。
宣
誓
の
文
言
も
Ｉ
Ｏ
Ｃ
選
手
委
員
会
か

ら
の
提
言
を
反
映
さ
せ
、
新
た
に
「
共
生
」
や
「
差
別
撤
廃
」
な
ど
の
言
葉
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

確
か
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、「
男
女
平
等
の
推
進
」
は
、
着
実
に
進
ん
で

い
る
と
思
う
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
と
、
女
性
が
初
参
加
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
第
二
回
一

九
〇
〇
年
パ
リ
大
会
で
、
二
十
二
名
が
出
場
し
た
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
統
計
で
は
、
一
九
六
四

年
東
京
五
輪
で
は
、
全
五
一
五
二
人
中
、
出
場
し
た
女
子
選
手
六
七
八
人
が
占
め
た

割
合
は
一
三
％
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
が
女
子
選
手
を
出
場
さ
せ
始
め

る
な
ど
の
動
向
の
中
、
出
場
女
子
選
手
数
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、
東
京
二
〇
二
〇

は
お
よ
そ
男
女
半
々
の
出
場
割
合
に
達
し
、
五
輪
史
上
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、
男

女
混
合
種
目
は
二
〇
一
六
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
か
ら
十
八
種
目
に
倍
増
し
た
。

し
か
し
、
課
題
も
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
生
物
学
的
な
男
女
の
性
別
に
加
え
て
、
性

的
指
向
も
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
、
真
の
「
多
様
性
と
調
和
」
と
は
言
え
な
い
か
ら
だ
。

実
際
、
東
京
二
〇
二
〇
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
ー
レ
ル
・
ハ
バ
ー
ド
選
手
を
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は
じ
め
と
す
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
選
手
た
ち
が
、
自
身
が
自
然
と
思
う
性
別

で
競
技
に
出
場
し
た
が
、
全
て
の
競
技
種
目
が
平
等
の
規
定
を
設
定
し
、
承
認
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
選
手
自
身
は
生
物
学
的
性
別
に
不
一
致
を
感
じ
ず
女

性
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
が
高
い
女
子
選
手

は
、
競
技
・
種
目
に
よ
っ
て
は
、
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
出
場
停
止
処
分
を
下
さ
れ

る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
・
セ
メ
ン
ヤ
選
手
は
、
東
京
二
〇
二
〇
に
出
場
で

き
な
か
っ
た
選
手
の
ひ
と
り
だ
。

　

最
後
に
、
融
合
を
感
じ
た
「
お
初
」
は
、
無
観
客
を
逆
手
に
と
っ
た
取
組
み
「
ア

ス
リ
ー
ト
・
モ
ー
メ
ン
ト
」
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
競
技
が
無
観
客
で
開
催
さ
れ
た

東
京
二
〇
二
〇
だ
っ
た
が
、
試
合
直
後
或
い
は
表
彰
式
の
後
に
選
手
た
ち
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
家
族
や
友
人
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
会
話
が
で
き
る
巨
大
モ
ニ
タ
ー
が
競
泳

や
陸
上
な
ど
の
八
会
場
に
設
置
さ
れ
た
。
選
手
た
ち
は
あ
ら
か
じ
め
最
大
五
か
所
を

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
場
の
モ
ニ
タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ
画
面
の
向
こ

う
に
い
る
家
族
や
友
人
な
ど
と
一
分
間
話
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
大
会
で
は
、
試
合
後
、
競
技
場
に
観
戦
し
に
き
て
い
た
家
族
や
友
人

と
観
客
席
の
柵
越
し
に
ハ
グ
を
し
た
り
、
投
げ
キ
ッ
ス
を
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う

姿
が
頻
繁
に
国
際
信
号
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、
会
話
や
声
を
聞
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
テ
レ
ビ
放
送
の
在
り
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ス

タ
ジ
オ
か
ら
ス
タ
ジ
オ
外
の
場
所
に
い
る
人
に
呼
び
か
け
ラ
イ
ブ
で
話
し
を
す
る
場

合
、
ス
タ
ジ
オ
の
カ
メ
ラ
と
中
継
先
の
カ
メ
ラ
を
ス
ウ
ィ
ッ
チ
イ
ン
グ
す
る
手
法
を

と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
、
ス
タ
ジ
オ
内
の
三
密
を
避
け

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー
を
ス
タ
ジ
オ
に
設
置
し
、
そ
の
画
面
に
リ
モ
ー
ト

出
演
さ
せ
る
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
融
合
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、「
ア
ス
リ
ー
ト
・
モ
ー
メ

ン
ト
」
誕
生
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
大
会
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
瞬

間
や
ス
コ
ア
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
競
技
会
場
の
観
客
席
に

設
置
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
、
世
界
中
か
ら
の
応
援
や
声
援
が
映
し

出
さ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
観
客
が
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
サ
ー
ビ

ス
の
責
任
者
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
に
「
今
後
も
続
く
サ
ー
ビ
ス
だ
と
確
信
し
て
い
る
」

と
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
上
手
く
行
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

東
京
二
〇
二
〇
が
、「
成
功
だ
っ
た
の
か
」、「
失
敗
だ
っ
た
の
か
」
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｏ

Ｃ
及
び
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、
各
競
技
国
際
連
盟
、
各
国
・
地
域
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、
選
手
自
身
、
各
メ
デ
ィ
ア
、
情

報
の
受
け
手
が
ど
う
考
え
る
か
だ
と
思
う
。

　

た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
時
代
と
共
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
体
そ
し
て
テ
レ
ビ

の
在
り
方
が
変
容
し
て
い
る
こ
と
だ
。
二
〇
一
四
年
ソ
チ
大
会
の
大
会
期
間
中
、
七

年
後
に
開
催
を
控
え
た
東
京
二
〇
二
〇
の
代
表
と
し
て
、当
時
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
会
長
の

森
善
朗
氏
と
、
同
じ
く
当
時
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
竹
田
恆
和
氏
が
、
ソ
チ
で
記
者
会
見

を
行
っ
た
。
質
疑
応
答
で
、
忖
度
を
し
な
い
外
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
出
た
「
英
語
も
話

せ
な
い
老
人
ふ
た
り
が
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
指
揮
し
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
」
と
の
質
問
に
、
森
氏
が
「
私
た
ち
は
ね
、
戦
時
中
の
敵
国
の
言
葉
を
話
せ

な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
」
と
回
答
。
海
外
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
一
斉
に
報
じ
て
大
騒
ぎ

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
七
年
後
の
女
性
蔑
視
発
言
。
時
代
と
共
に
変
化
を
し
な
か
っ

た
森
氏
は
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

テ
レ
ビ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
万
博
の
開
催
を
契
機
に
、
技
術
革
新
を
図
り
、
視
聴

者
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
一
九
六
四
年
東
京
大
会
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
か
ら
、
一
九
九

八
年
長
野
大
会
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
、
二
〇
一
六
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
８
Ｋ

へ
と
移
り
変
わ
っ
た
。
し
か
し
、
４
Ｋ
や
８
Ｋ
の
普
及
は
総
務
省
の
思
惑
通
り
に
進

む
ど
こ
ろ
か
、
テ
レ
ビ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
視
聴
率
は
下
が
る
一
方
だ
。
テ
レ
ビ
局

に
は
、
視
聴
者
の
動
向
に
合
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
届
け
る
工
夫
が
強
く
迫
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
か
ら
テ
レ
ビ
と
い
う
受
信
機
が

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
有
明
の
国
際
放
送
セ
ン
タ
ー
で
は
な

く
、
一
九
六
四
年
東
京
大
会
の
国
際
放
送
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
業
務

に
つ
き
な
が
ら
感
じ
た
東
京
二
〇
二
〇
で
あ
り
、
初
め
て
『
紅
白
歌
合
戦
』
の
制
作

サ
ポ
ー
ト
に
も
携
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
東
京
二
〇
二
〇
だ
っ
た
。
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